
 

 

 

個人、職場、組織の活力を取り戻すシステムデザインを行うことを目標

に研究を行う。研究対象の選択には、学生の自主性が重んじられている 

 

当研究室の諸活動は、大まかに言って図に示すとおりである。 

 

①エネルギー生産システムや石油化学コンビナートのように、大規模複

雑な技術システムを運用する、組織の健全性を向上することにより事

故・トラブルを起こしにくい組織風土・文化を作り上げること、 

 

②大規模技術システムを制御するソフトウェアおよびコンピュータシス

テムの品質や運用信頼性を高めること、の二点である。 

 

①については組織の経営層を含めたガバナンス、コミットメントの実効

性を高めると共に、従業員層・管理層のチームワークを向上するための

諸施策、モチベーションを向上するための諸施策を包含する。  

研究・教育分野 

 

大規模技術システムにおけるリスクマネジメントとヒューマンファクター 

および創造性開発（教育活動）  

電気事業および化学業界の事業所の安全診断、安全改善提案、 

インタビュー調査、コンサルテーションなどを続ける。 

ま た、労 働 安 全・設 備 安 全・環 境 安 全 を 統 合 し た 新 た な リ ス ク 

アセスメント手法の現場適用などの業務を続ける。（研究・実践）  
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専門は、技術システムにおけるリスクマネジメントとヒューマンファクター 
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 安全文化の8軸 

安全パフォーマンスを頂点とした組織風土・文化、安全管理、安全意識、安全

行動の階層構造図。これらの階層がお互いに密接に影響しあっていることを表

すモデルである。 

安全管理から組織として介入することにより、組織風土・文化、意識・行動に

影響を与え、最終的にパフォーマンスを向上することができることを示してい

る。また、安全文化はレベル0から4まで、さらには、社会循環までも含む概念

であることを示す。 


